
 

 

 

                                               

 

 

 

 

 

《家事・育児実践講座》 

 

【日時・場所】   

9 月 2 日（土）  三豊市  つどいの広場サニーハウス                8 名 

10 月１日（日）  さぬき市 津田保健センター                ７名 

10 月 7 日（土）  高松市  介護老人保健施設 渡の里                   14 名 

11 月 23 日（木） 高松市  おやこひろば ひなたぼっこ                   18 名 

12 月 2 日（土）  坂出市  さかいで子育て支援センター まろっ子ひろば  ５名 

1 月 21 日（日）  善通寺市  子どもライブラリー              14 名 

【対  象】   妊娠中を含めた子育て中のご家族  

【協力団体】 ・子育て応援 NPO フレンズ・さぬき市社会福祉協議会・西岡医院・いのちの応援舎 

・NPO 法人わははネット・NPO 法人子育てネットくすくす 

【参加人数】  のべ６６名 

 

ママだけでなく、パパ・プレパパ同士が繋がり、子育て支援団体と

もかかわりを持つことで、子育てに積極的に参加できるよう、県内の

子育てひろばや子育て支援センター運営団体のご協力のもと、「家事・

育児実践講座」を県内各地で合計６回開催しました。 

 

初めに、特定社会保険労務士の植田博司さん

による「パパ・プレパパサポートの制度につい

て」の動画を視聴しました。せっかくある制度

も、知らないと活用できません。国の動きとしても、男性も女性も育休を取得し

やすくなるように変化していることも感じていただきました。また、この機会を

得たことで、まだまだ知らないことがありると分かり、もっと調べてみようと思

った、という方もいらっしゃいました。 

 

次は各子育て支援団体の方のファシリテートで、ワークショップです。家事の

得意分野、不得意分野を参加者みんなでシェアする疑似体験、夫婦のパートナー

自慢、子育て中の「大変な一日」の振り返りなど、どの回も趣向を凝らした内容

で大いに盛り上がりました。夫婦でお互いをねぎらう声をかけ、感謝を伝えるとともに、一人で抱えこま

ず、パートナーを頼ることの大事さを改めて感じた、との感想が多く聞かれました。 
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育児・介護休業法の改正により、男性の育児休業取得率が増えることが見込まれますが、単なる

「とるだけ育休」にならないようにすることが大切です。 

男性が家事や育児に積極的に参加するきっかけを促すことを目的とし、パッククッキング体験な

どの家事・育児実践講座を県内６カ所で、また、手袋人形作りのワークショップを高松大学・高松

短期大学で開催いたしました。 

 



そして最後は家事スキルアップとして、パッククッキングの実践

です。講師は一般社団法人パッククッキング協会ジャパンの池田 

奈央さん。調理を担当するのはパパ。共同作業でパパ同士の一体感

が生まれます。パパだけで作っ

た料理を家族で味わいながら、

相手への感謝を改めて感じた

り、言葉にしたりする姿が見ら

れました。 

 

お互いの良さやありがたさは、毎日の生活に追われ、当たり前すぎ

て、家庭内ではなかなか気づきにくいことかもしれません。ほかの家

庭の様子を見たり、ほかの人の意見を聞いたりすることで、改めて気

づき、また言葉にすることの大切さを再確認した方が多く、アンケー

トには、パートナーへの思いやりや感謝の気持ちがつづられたものが多かったのがとても印象的でした。 

 

 

《手袋人形作りのワークショップ》 

 

【日  時】  11 月 11 日（土）10：00～15：00 

【場  所】  高松大学・高松短期大学 ３号館（高松市春日町９６０番地） 

【対  象】   妊娠中を含めた子育て中のご家族、学生の方 

【参加人数】  ４０名（アンケート回答数） 

 

 

「家事・育児実践講座 家族で遊ぼう・学ぼう！」と題し、手袋人形作りのワークショップを高松大学・

高松短期大学で大学祭のイベントの一つとして開催しました。 

 

初めに、育休制度についての動画を観ていただき、制度を知ると

ともに、夫婦で助け合いながら、家事育児をすることの大切さを感

じていただきました。 

その後、夢＊ゆめクラブさんのご

協力の下、可愛いオリジナル手袋人

形や、タペストリー作りをしました。ワークショップは大盛況で、夢＊

ゆめクラブさんに用意していただいた１００個のキットがすべてなくな

ってしまうほどでした。この手袋人形

をきっかけに、お子さんとのふれあい

を楽しんでいただけると思います。 

 

高松大学・高松短期大学の学祭は、地域に開かれており、親子、おじ

いちゃん、おばあちゃん、学生さんなど、とても多くの方にご参加いた

だき、多世代の交流ができる素敵なイベントとなりました。 



 

 

 

                                               

 

【日  時】  令和５年１１月２５日（土）10:00-15:00 

【場  所】  さぬきこどもの国 こども劇場 

【対  象】   妊娠中を含めた子育て中のご家族  

【参加人数】  １６５名 

 

この講演会は、子育て中のご家族がお子さん連れで気軽に参加できるよう、出張讃岐おもちゃ美術館

を開催しながら、さまざまなコンテンツを用意し、延べ１６5名にご参加いただきました。 

 

まず午前は、東京おもちゃ美術館ディレクターの岡田哲也さんにワ

ークショップを開催していただきました。親子を次々に巻き込んだ実

演で、おもちゃを通した子どもとのかかわり方を楽しく教えていただ

きました。 

同時に、社会保険労務士

さん、助産師さん、国家資

格キャリアコンサルタントの方による個別相談も開かれ、

日々の悩みを個別でじっくり相談していただくことができ

ました。 

 

午後は、「オットの出番！パパの出番！」と題してパ

ネルトークが開かれました。パネラーは香川県池田豊人

知事と、日本愛妻家協会の山名清隆さん、小菅隆太さん。

よき夫として、パパとして、パートナーをいたわり支え

合うためのコツやヒントを話していただきました。 

それぞれの育児のエピソードや、ご来場の皆様からの子育てやパートナーシップに関するご質問にも

お答えいただくなど、大いに盛り上がりました。 

どの家族も悩んだり、迷ったりしながら家事や育児をしているという

お話は、子育て真っ只中の参加者の方々へのエールになったようです。 

 

１日を通して、お子さんと一緒に楽しみながら、夫婦でいたわり合い、

家事・育児を進めていくことの大切さを改めて感じていただけたのでは

ないかと思います。 
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育児・介護休業法の改正により、男性の育児休業取得率が増えることが見込まれますが、単なる「と

るだけ育児」にならないようにすることが大切です。 

家事・育児の仕方を学んだり、男性の育児経験談を聞いたりして、男性が家事や育児に積極的に参

加するきっかけを促すことを目的とし、《子育てを楽しむヒントがいっぱい！家族で遊ぼう・学ぼ

う！》を開催しました。 


